
横浜高等工業学校校歌の保存のお願い

令 和 2年 7月 22日

横浜国大工学部第四寮

弘南寮会



横浜高等工業学校校歌の保存のお願い

横浜国立大学理工系創立 loo周年記念事業が行われるとの情報に接し、
日頃歌い、保存したいと思っている横浜高等工業学校校歌 (以降校歌と呼びます)の事が想い浮
びました。

横浜国立大学は前身の横浜高等工業学校が創立されて以来、 100年 の長き時代の間には諸先
輩の多くの苦難の中で発展を遂げて来たことと思います。

石碑 「名教自然」は横浜国大理工系の象徴 としてずっと引き継がれ、今後も益々関係者に勇気を

与えてくれることでしょう。

一方校歌は広く知られていないように思われます。インターネットで検索しても検索されませ

ん。 (弘陵造船航空会 HPの歌集の中に保存されている)
横浜国大工学部第四寮 (通称弘南寮)では長きに亘りこの歌を歌い継いで来て、今でも集まり
の時は共に歌い学生時代を思い出しております。

作詞 :土井晩翠、作曲 :中田 章という著名な方々の作品です。 「名教自然  鈴木達治先生
の思い出」(煙洲会出版)の中の一節によれば、先生の教育理想が描き出されていると書かれてお

ります。歌詞には将に横浜国大の神髄である言葉が随所にあります。また港町横浜市の情景が美

しく書かれています。もっと対策して、校歌が多くの方の眼に着くように保存され、歌い継がれ

て欲しいと切に思う次第です。                     ・

他にも私たちは 5年前から校歌を含め、貴重な文化遺産である、寮歌、寮で歌われた高工の応

援歌の発据・保存のため、有志で譜面化・普及に努めてまいりました。これらの保存についても

併せてご尽力賜 りたくお願いする次第です。

ここに横浜国立大学理工系創立 loo周 年記念事業の中で取 り上げていただけないかとご検
討をお願いする次第です。

令 和 2年 7月 22日

横浜国大弘南寮会

冨久田武 (応化 S36年卒)幹事代表、尾藤正樹 (金属 S39年卒)幹事副代表
柳田圭一 (造船 S33年卒 )、 深作二郎 (応化 S38年卒 )

連絡先 :深作二郎

e… mail:量[■asaku@hか hO。■Q`鮫 :

電話 :045(934)5795
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[資料出所 弘陵造船航空会 会員名簿第25版 ]
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